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は じ め に 

 

愛媛県原子力センターが平成 22 年 10 月に開所して，早くも２年半が過ぎようとしていま

す。この間，開所から間もない平成 23 年 3 月 11 日には，東北地方太平洋沖地震により東

京電力㈱福島第一原子力発電所事故が発生し，放射性物質が環境に大量に放出されると

いう深刻な事態に陥りました。 

放射線モニタリングを使命とする当センターでも，当時強い緊張に包まれながら連日事態

の推移や放射線データ等に関する情報収集に当たるとともに，本県への影響も懸念された

ことから，直ちに放射線監視を強化しました。その調査結果については，毎日個々の具体的

なデータや評価も含めて公表し，県民にお伝えしたところです。また，福島県からの支援要

請を受け，事故直後の 3月 23日から約１年間に亘り，職員を交替で福島県へ派遣し，現地

での緊急時モニタリング活動の直接支援に当たりました。 

昨年刊行した所報創刊号では，これら東電事故の県内への影響監視調査結果の解析や

福島県への支援活動によって得られた経験，教訓等を取りまとめたところです。 

東電事故は，今でも避難生活を強いられている方がおられるなど，極めて深刻かつ重大

な影響を与えており，この事故を教訓として，現在，国，地方自治体，研究所等様々な機関

が，それぞれの立場で原子力の安全確保や防災体制の見直し等に取り組んでいます。 

当センターでも，緊急事態に備えたモニタリング体制の充実強化を進めており，空間線量

率を自動測定することができるモニタリングポストは，23 年度に県下広域局を従来の１局か

ら５局に増設しました。また，24 年度内には発電所周辺局を従来の５km 圏８局に加え，

30km 圏に 12 局新設する予定です。さらに環境試料の放射能調査についても，調査地域

を 30km 圏に拡大し，新たな調査種も追加するなど，従来の監視調査内容を大きく拡充強

化することとしております。 

所報第２号では，これら放射線監視調査の拡充に向けて 24 年度に実施した事前調査に

よって得られたデータの特徴や知見，さらには 25年度からの本調査移行に当たっての留意

点等を取りまとめました。読者各位の忌憚のない御意見，御助言をお願いいたします。 

最後に，当センターが開所して約２年半の間に，周辺地区住民の方をはじめとして，地域

の婦人会，老人会，商工会，保健師会，教員理科部会など，約800名に及ぶ多数の方々に

訪問，見学をいただきました。地域に開かれた調査研究機関として，放射線や放射能に関

する正しい知識や得られたデータの評価をお伝えすることも，当センターの重要な任務と考

えており，このような活動についても継続してまいりたいと考えております。また，調査拡充計

画の策定に当たっても，調査場所や試料の選定，提供等に地域の方々の多大な御協力を

いただきました。改めて御礼を申し上げるとともに，引き続き当センター業務への御支援，御

協力を賜りますようお願いして，所報第２号の刊行に当たっての御挨拶といたします。 

 

  平成 25年 3月吉日 

愛媛県原子力センター所長 二 宮  久   
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